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可
ニモ 1■ ttす るt,の である。 我々の仕事はその中の短い一時

=1す
ぎt、 か`もしれないが,都市という永続体に対 して自分の

生命の時間をこえて賭けているのである。 後からの批判は容易

にできる. しかし, もしその時何等かの決断が行われず,成行

きのままに放置 したのと比べれば,相当大きな相異があるはずで

ある。 それに対 して常に身を現場から離 して結果を見ての批評

だけでは都市は良 くならない。 厳正で客観的批判的な精神は常

に必要だが,批判に終 らず,英知をもち,さ らに英知を超えた未

来へ向っての賭けも必要なのである。

都市計画の現実性

ところで,都市計画は未来のあるべき姿を求め,それへ賭けてい

るからといって,単 なる理念や,哲学に終るものでない。 また

美 しい理想図や,現実と関係のない空想図でもない。

したがって,プ ラトンの理想国や,カ ンパネラの太陽の都 ,

トマス=モ ーアのユー トビアなど,未来都市への数々の示唆を与

えはするがそれ自体が都市計画ではない。

我々の都市計画の対象 とするものは,自紙の世界でも,抽象

的な観念の世界でもない。 それは,我々が住み,働き,遊び,

生活 しているこの現実の生きた都市そのものである。 その対象

とする現実の都市が,どんなに混乱 し,よ ごれ,好ましくないと

しても,いや,それ故にこそ都市計画は必要なのである。 すで

に理想的な町であるならば都市計画は不要であろう。 しかし,

現実の都市は時代 とともに,どんな町でも必ず問題が発生 してく

るし,日 に見えない問題を内包 しているものである。 したがっ

て,都市計画の不要な都市は存在 しないが,問題があればあるほ

ど,その必要性は高まるのである.都 市計画は,いわば生きた

都市に対する医療手段である。 問題がなければ,予防措置にと

どまるが,問題によりさまざまの治療措置を加え,場合によって

は,手術を加えることも必要になってくるのである。

いずれにもせよ,都市計画の対象は,現実の都市そのもの,

いわば生 ま身の都市そのものである。 自紙や模型の上でのスタ

ディは行われるが,それはあくまでもスタディにとどまる。 我

我の対象にする都市は,多 くの,年令も,職業も,性別 も,所得

も,性格も,願望 も,思想 も異なる多元的な人々が, さまざまの

思いをもって現に生活 している都市そのものである。 これに将

来に向って全体の都市として必要な手段を加え,問題の除去を計

り,あ るべき姿に向け,不足を補ってゆくものであるが,そのた

めに,生 きた都市から問題をとらえ,願望を探ることは当然のこ

とである。 しかし,い よいよ計画の手段を加え,こ れを実行す

るに当っては,計画はさまざまの作用や反作用を受けざるをえな

い。 計画が抽象論でなく,現実のものである限 り,それはひと

10 SD別 冊 No.11

つの力学関係である.生 きている都市は喜びもするが, うめき

もするし,かみつきもする。 たとい,どんな治療上の必要があ

るからといっても,手術に対 して拒絶反応をするのは当然であろ

う。 また手術は他の部分への百1作用をともなうかもしれない。

都市は全体 として有機体であるばかりでなく,個々の部分もまた

生命体である。 そこで都市計画は全体としての有機体の維持向

上に向けられるが,同時に,個々の部分の利益,不利益と常にか

らみあう宿命を持っている。 全体を生かすためであっても,手

術される部分は痛いのである。

現実の都市は, とくに都市計画という手段を外から加えな く

ても,そ れなりに活動してゆ くように見える。 たしかに,我々

は電車に乗 り,道路を走 り,上水を使用 し,学校へ通 っているが,

実はそれらは,す でに実行された計画の上に立っているからこそ

生活 しているのである。 現実の都市で全 く計画の手が加えられ

なかったものは存在 していない。 しかし,反面,都市は計画に

よらな くても変化 し,造 られてゆ く性格をもっている。 都市全

体にとって計画的に好ましいかどうかにかかわりな く,都市の中

に働 く個別的な主体によって造 られてゆ く。 とくに現代都市は

あまりにも肥大 し,都市を造 り動かしてゆ く力も主体も複雑化し

たため,都市全体を生かして計画することが困難になっている。

各個別々の事業はそれぞれの個別目的や,個別の利益を求めて自

然発生的に都市を作ってゆ く。 ほっておけばその結果は,民間

企業や個人の個別利益の吸収のため,外部経済を内部化 し内部不

経済を外部化する力が働き,全体の都市を混舌Lさ せる。 個々の

行動によって都市という有機体は,自動的に生存 しているが,ひ

ょっとすると,そ れが癌細胞に変化するかもしれない し,あ るい

は癌でなくても,末端活動の肥大化は,内部の中′さ機能や全体の

機能を衰弱させることもある。 交通難,水源不足,廃棄物処理

の困難性などはそのような問題である。

このような現実都市を相手にして行われる都市計画は,総合

的長期的な価値判断なくしては,都市の未来はないが, また個別

的部分的現実的な価lLU判断とも調和を計らなくてはならない。

そして何が都市を永続させ,住む人々の生活を全体として維持 し

向上させてゆくのか,を 選択することが必要である。

未来性と現実性の矛盾

未来へ向って賭ける都市計画と,生 きた現実の都市への対応は,

〈あるべき都市〉 と くある都市〉 との関係であり,必然的に乖離

を生 じやすい。 未来指向の計画は, もともと現実を超える性格

を有するし,現実の困難にぶつかると,そ の対応力を失って,理

念や数字や模型の世界へと逃避 してしまうことが多い。 そして

現実都市の矛盾を解析 し, これを批判するにとどまることになる。

|||lllly
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たんなる経験に終わらさず,都市のあるべき姿と方向性にてらし

てみて,その具体的な展開手法 としての一般性をもって くるので

ある。 現実にム、れ実践を行ってみなければその方法は分らない。

このような実践的都市計画は,常に現実の都市にぶつかって

いるから,計画を実現する場合の不1益,不利益,その反応等につ

いても, あらかじめ予測できる。  したがつて, それらをもとに

して計画内容自体を実際的な本当にあるべき市民要求の内容とし,

またその実現方法も,確実度の高いものにすることができる。

一度抽象的に決められた計画だけが正 しいわけではない。 現実

の中でフィー ドバッグされ,計画をより現実的に変えることもま

た必要なのである.実 践的都市計画は,た だ固定的な正義感や ,

理論法律論,手続論に立つのではな く,本当によいものは何かに

ついて,開いた立場にいる。 そうした立場は,非定型流動的で,

一般の静態的都市計画論に対 して動態的都市計画論 ということが

できよう。 未来へ向って賭けている都市計画は,現在の固定 し

た制度や硬直 した考え方だけに制約されるのではな く,積極的に

新 しい内容や方法を求め,新 しい解決法を求めてゆ く。 現在型

だけにとらわれるならば,都市計画は不要だろう。 未来性のな

いものは都市計画のねうちがないからである.

もちろん,動態的都市計画でい う非定型流動性は,理想を失

い理論を失って現実に流されることではない。 むしろ,理想を

持ち,それを実現させる方法を探ることで,日 はいつも未来にあ

るとともに,現実から足を離さない。 だから,今す ぐできなく

ても未来に向って好 ましいものを常に準備 し,現実に機会が くれ

ばただちに実現させ, また実践の中で,未来へ向う具体的な手段

を見つけることである。 本当の未来への計画は実践的計画から

生れるのである。

実践的都市計画の実現

当然のことながら,実践的都市計画は,実践そのものだけに埋没

することではない。 実践を通 じて我々は都市の実態について極

めて多 くの貴重な材料を手に入れることができる. そこで現実

を現実だけとしてでな く,こ れらから一般的な原理や原則をつか

み, また現実の相互的なからみと矛盾についての解析を行ってお

くべきで,そ こに都市分析の理論 も生みだされる。 そのような

客観化を行わない現実主義だけでは,総合的な視点を失い,未来

的指向も失って しまう。 近 くに寄って見ること, さわってみる

こと,嗅いでみることの外に, また遠 くから,離れて全体を眺め

てみるのでなければ,群盲象をなでるのたとえのとおり,象の全

体を認識することはできない。 実践的都市計画は,未来指向と

現実 との矛盾 と緊張関係の中に,新たな実践的解決と理論を築こ

うというものである。
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一方的な観点だけを強調するのではな く,常にそれと異なる

観点,そ の周辺にあるものにも注意を払うのが実践的都市計画で

ある. 固定的に一つの方向からだけ都市を判断するのはあまり

にも複雑で巨大すぎる。 縦横斜めから見,断面もしらべてみる。

しか し,巨大な都市について全部の断面, しかも生きたままの断

面を知ることはできない. そこで実践の中からの体験を,体験

のままに終らさずに,こ れから全体を知るための解析や構築の方

法を開発 しなければならない し,そ れが新 しい学問領域を形成 し

てゆ くことになろう。

実践的都市計画を行 ってゆ くためには,深い未来的洞察,生

きた現実都市の把握,こ れを未来へ向け変革 してゆ くための実践

的計画能力が必要だが,さ らにこれを生かしてゆ くためには,市

民に支えられた実行力ある計画主体の確立が必要である。 その

ために,利害関係の調整をはかりつつ計画主体 となってゆ く独立

の計画委員会のような方法も検討されていいだろう。 いずれに

せよ,計 LIlは くかっこうよい〉 ものではな く,利害関係にからみ,

これをコントロールする立場をもつから,計 LIlは それらにぶつか

り,各方面から攻撃を受ける宿命にある。 また,個別事業主体

の行動を全体の観点から制約するからさまざまの意見対立を生ず

る。 さらに,計画によって市民全体の利益になったとしても,

個別的部分的な市民との対立や反対が生ずるだろう。 そのよう

な宿命を超えてでなければ計画は実践的なものとはならない。

もし衝突をおそれて計lIJそ のものを否定 してしまえば,将来の都

市 と全体の市民に混舌Lと 不快と不利益を与えることになる。 個

個の利益や要求をそのままの形で自由に認めれば,かえって都市

は衝突と混乱で,自 由を失うのである。

しかし,無用な衝突は極力避けられなければならない。 そ

のためには,都市計画を専門家のものだけではな く,市民が市民

全体のものとして,そ して自分たち自身のものとして感ずること

が必要である。 都市環境は自然に存在 したものでも,他人から

お しつけられたものでもな く,市民自身が案き上げてゆ くもので

あり,市民社会の成立 と,市民によつて倉J立 された自治体によつ

て計画は行われるべきなのである。

●たむら。あきら/横浜市技監 ,前 企画調整局長
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